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　第 1 図～第 5 図は 1986 年 10 月～ 11 月に行われた伊豆半島における水準測量結果である。

伊東験潮場付近の隆起は依然として続いており，最近半年間の隆起量は約 2 ㎝とやや大きい。

第 6 図は伊東，内浦，南伊豆，油壷験潮場間の月平均潮位差である。1986 年 10 月頃から伊東

における隆起速度がやや速くなったように見える。

　第 7 図，第 8 図は 1986 年 11 月～ 12 月に行われた伊豆半島東部における精密変歪測量結果

である。測量作業中に伊豆大島の噴火があった。伸長歪の卓越する結果で，伊東付近の隆起に

対応する変動と考えられるが，伊豆大島の割れ目噴火による変動が含まれている可能性もある。

　第 9 図，第 10 図は 1986 年 11 月に行われた川奈，網代における精密変歪測量結果である。

測量作業中に伊豆大島の噴火があった。大きな伸びは伊東付近の隆起に対応する変動と考えら

れるが，伊豆大島の割れ目噴火による変動も含まれている可能性がある。
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第 1 図　小田原～藤沢間の上下変動
Fig. 1　Level changes along the route from Odawara to Fujisawa.
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第 2 図　熱海～小田原間の上下変動
Fig. 2　Level changes along the route from Atami to Odawara.
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第 3 図　熱海～伊東～河津間の上下変動
Fig. 3　Level changes along the route from Atami to Kawazu via. Ito.
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第 4 図　内浦～中伊豆～伊東験潮場間の上下変動
Fig. 4　Level changes along the route from Uchiura to Ito tide station via. Naka-Izu.
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第 5 図　中伊豆～伊東間の上下変動
Fig.  5　Level changes along the route from Naka-Izu to Ito.

―274―



第 6 図　伊東，内浦，南伊豆，油壷験潮場間の月平均潮位差
Fig. 6　Differences in monthly mean sea level between tide station pairs from the Ito， Uchiura， Minami-Izu and Aburatsubo tide stations.
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第 7 図　伊豆半島東部地方精密変歪測量結果（1）
Fig. 7　�Results of precise distance measurements in the Eastern part of Izu Peninsula （1）. Horizontal 

strain and distance change.
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第 8 図　伊豆半島精密変歪測量結果（2）
Fig. 8　�Results of precise distance measurements in the Eastern part of Izu Peninsula （2）. Annual change 

of side length.
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第 9 図　川奈精密変歪測量結果　1986 年 11 月－ 1986 年 6 月
Fig. 9　Results of precise distance measurements at the Kawana radial base lines. Nov. 1986 － Jun. 1986.
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第 10 図　網代精密変歪測量結果　1986 年 11 月－ 1986 年 5 月
Fig. 10　Results of precise distance measurements at the Ajiro radial base lines. Nov. 1986 － May 1986.

―279―


	本文
	第1図
	第2図
	第3図
	第4図
	第5図
	第6図
	第7図
	第8図
	第9図
	第10図

